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【巻頭言】

　　　　　　　 「中国 ・四 国 支部紀要第 8 号 の 発行 に 寄せ て 」

　　　　　　　　　　　　　　　　　 松岡　博信

　　　　　　　　　　　　 大学英 語教 育学会 中国 ・四国支 部長

　JACET 中国
・四国支部 の 紀要が 初 め て 世 に 出たの は 2004 年 3 月 の こ とで あ る 。 それ 以 前

は支部 独 自の 紀要が な く，中国
・
四 国支部 の 会員に とっ て は 本部紀要 しか JACET へ の 論 文

投稿 の 機会 が なか っ た 。 東京 の 本部 に よ る中央集権 的学 会運 営 の 中に あ っ て ， 支部 の 独 自性

を 出す の は難 しか っ た の で あ る 。

　そ の よ うな状況 の 中，2002 年度に な る と支部役員が交代 し，沼野 治郎先生 （元 ・広 島国際

学院大学）を 攴部長 ，西 田正 先生 （元 ・広 島大学，現 ・福 山大学） を事務局長 とす る新 し い

役員 体制 が 発足 した。新役 員 は，何 とか 支部を活 性化 しよ うとす る気概 に満 ちて お り，こ の

新 しい 体制 が ス ター トした 日 こ そ ， 未 来 に向 けて支 部 の 新 た な
一

歩が踏み 出 され た時で あ る 。

　そ の 気概 は ，
2002 年度第 1 同役員会 が支 部研 究大会 （会 揚 ： 高知 匚科大 学）の 前 凵で あ る

6 月 8 日（土） に高 知ホ テ ル で 開 かれ た 際 ，
「支 部活性化 の

一
環 と して独 自に紀要を発行 した

らど うか 」 とい う提 案 に具体 的 な形 とな っ て 現 れた 。 そ して ，初代編集委 員長は岩井千秋先

生 （広 島市立 大学） にお 願 い し ，
1 年半後を H 途に 第 1 号 を刊行す る こ とに な っ た 。 岩井 先

生は 他 の 4 名 の 紀 要編集委 員 （堀 部秀雄
・
石 川 慎

・
郎 ・高橋俊章先生 お よび筆者） と密接 な

ネ ソ トワ ー
ク を構築 され ， 大変な 編集作業を迅 速に ， そ して 緻密に こ な して くだ さ っ た 。 お

か げで ，記念す べ き第 1 号は 他 の 学会の 紀要 に 引けを取 らない 素晴 らし い もの とな っ た。そ

れか ら岩井先生 に は 4 号まで の 長期 に渡 っ て 重責 を担 っ て い た だい た。そ の 後，編集長の 職

務 は， 5 号 と 6 号が 前田啓朗先生 （広 島大学）， 7 号 か らは角 山照彦 先生 （広 島国際大学）に

引 き継が れ ，
こ の 8 号 に 至 っ て い る 。 委員長 の 紀要 編集に 関 わ る作業が 実に 膨大 な時 間 と労

力 を要 す る こ とは説 明す るま で もない 。 3 人の 先生 方 には心 よ り感謝 の 意 を表 したい
。

　 また，紀要 の 発 行に関 して は，査読 委員 の 先生 方 に も大変お世話 に な っ て い る。編集 委 員

だ けで は 手 が足 らず ， 他 の 先 生 方 に も査読 をお願 い す る こ とが多い
。 JACET 中国 ・四 国支

部 に論 文を投稿 して くだ さっ た 方 々 は既 に ご存 じだ と思われ る が ， 査 読委員 の 先生方 は 論 文

を細緻 に 渡 るまで 読 んで くだ さ り ， 具体 的な批評 や 修 止 意 見 を懇切丁 寧 に記 して 返 して くだ

さる 。 こ の 査読結果 が次 な る論文作成 の た めに人 変勉 強 に な る と言っ て くだ さる投稿者 も多

い s 益々 忙 し くなる公 務 の 中に あ っ て ，投稿論 文 査読 に 貴重 な時間 を割 い て い た だ い た 先生

方 に も深 く感謝 した い 。

　 こ の よ うに ，JACET 中国 ・
四 国支部 の 紀 要発行 が 2004 年か ら現 在 ま で 途切れ る こ とな く

続 い て い る の は ，学術論 文 ・実践報告 ・委嘱論 文な どを寄稿 し て くだ さ る支部会員 の 皆様 と

編集 長 ・編 集委 員お よび査 読委 員 の 方 々 の お 陰で あ る こ とに 感謝 しっ つ ，今後部数 を重 ね る

ご とに
， 質 ・量 共 に さ らに 充実 し た 紀 要 とな る こ とを 祈念す る 。
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